
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について 

１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査とは 

  保険者が、厚生労働省が例示した調査票に基づき、地域の一般高齢者や要支援者等

を対象に日常生活圏域（校区など）ごとに、地域の課題特定（地域診断）に資するこ

となどを目的として、実施している調査。 

本県では各保険者が実施した調査結果の集約及び分析を実施。 

分析結果を県内各保険者と共有することで、各地域の課題抽出や地域間比較等を促

し、各市町村における介護予防・日常生活支援事業の提供体制の充実を図る。 

※ 県内保険者 … 27市町・1介護保険広域連合（33市町村が共同設置）の計 28保険者 

※ 現在、県で集計・分析作業を進めており、令和 8年 10月に各保険者へ共有予定 

２ 主な調査項目 

・「からだを動かすこと」に関する調査 

 例：階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

・「食べること」に関する調査 

 例：半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

・「毎日の生活」に関する調査 

 例：物忘れが多いと感じますか 

・「地域での活動」に関する調査 

 例：ボランティアのグループにどのくらいの頻度で参加していますか 

・「たすけあい」に関する調査 

 例：あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聴いてくれる人はいますか 

・「認知症にかかる相談窓口の把握」に関する調査 

 例：認知症に関する相談窓口を知っていますか 

＜参考（厚労省資料から抜粋）：第 8期・第 9期ニーズ調査と第 10期ニーズ調査との比較＞ 
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